
２０３０年の持続可能な地域社会を創生する
グローバル・リーダーの育成



校 訓
真 摯
To be sincere

明 朗
To be cheerful

高 潔
To be noble

図書館
蔵書数 約43000冊

広いグランド
東京ﾄﾞｰﾑのｸﾞﾗﾝﾄﾞの

約２倍

少人数対応教室
高校６中学４

PCが使用可能
教室は３つ

在 籍 数 科 ク ラ ス生 徒 数

高校１年
普 通 7 281

国 際 教 養 1 40

高校２年
普 通 7 280

国 際 教 養 1 39

高校３年
普 通 7 273

国 際 教 養 1 38

中 学 １ 年 2 80

中 学 ２ 年 2 80

中 学 ３ 年 2 79

充実した教育環境で約１２００人
が学んでいます。

平成31年4月1日現在 1190名

国際社会の一員として自ら
発信・行動できる

グローバルリーダーの育成



教育課程
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英語表現Ⅱ

家庭基礎 社会と情報
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英語表現Ⅰ体育国語総合 世界史Ｂ 地理Ａ 数学Ⅰ
芸術Ⅰ
選択

コミュニケーション
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倫理 数学Ⅱ

現代文Ｂ 政治・経済
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＜国際教養科＞

地域研究国語総合 世界史Ｂ 生物基礎

外国文芸体育 総合英語 第二外国語
日常生活
or

数学B
現代文Ｂ 古典Ａ 日本史Ｂ 倫理 数学Ⅱ

英語表現

現代文Ｂ 古典Ｂ 政治・経済
世界史研究

or
日本史研究

地学基礎 体育

英語表現化学基礎

社会と情報

家庭基礎 総合英語 英語表現 異文化理解 選択Ｂ

数学Ⅰ 数学Ａ 体育
芸術Ⅰ
選択

総合英語



グローバルリーダーとなるために高い語学力を育成

・英語の授業は英語で。
・４技能に対応した授業。
・ネイティブ外国人講師５人が
常駐

・ティームテイーチング
・ＧＴＥＣで英語運用能力の定点
観測

教育課程の特徴

・数学・英語は少人数(全学年)
・大学等との外部連携
(千葉大学･神田外語大学・敬愛大学)

・進学補講(通年・夏期)

取組



千葉市立稲毛高等学校・附属中学校

２０３０年の持続可能な地域社会を創生するグローバル・リーダーの育成

考え抜く力（課題発見力・計画力・創造力）
協働する力（柔軟性・傾聴力・状況把握力）
行動する力（主体性・実行力・働きかける
力）

グローバルな視点で
持続可能な地域社会

を創生！！

コンソーシアム 海外連携

調査研究
国際交流

地域連携
助言・協力

【育成する力】

【探 究】
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千葉大学
神田外語大学
東京情報大学
敬愛大学

グローバル企業
ＳＭＢＣ日興証券

等

千葉市
千葉市教育委員会

千葉経済開発公社
千葉市社会福祉事業団
千葉市社会福祉協議会
千葉市を美しくする会

アメリカ

カナダ

オーストラリア

各教科・
科目授業
連携

高大連携
授業

グローバル

講演会

海外研修

国際交流

英語力
の育成

英語
ディベート
授業

グローバル
企業訪問

先進的な
英語教育

少人数授業
ネイティブ講師外部連携

全職員で
育成



探究活動

〇探究活動の基本的スキルを身に付ける
〇SDGｓの「１７のゴール」に関連した
千葉市の社会課題について調査研究

〇分野別のゼミ形式
〇SDGｓの「１７のゴール」を意識した
研究テーマ設定

『稲高生による千葉市創生プロジェクト（１年）』

『SDGｓリサーチプロジェクト（２・３年）』



探究活動

〇課題研究活動における成果発表会
において、研究活動やプレゼンテー
ションの効果的な実施方法について
指導・助言

千葉大学 神田外語大学 敬愛大学

東京情報大学 グローバル企業 等々

成果発表会



国際交流事業
多様な交流を積極的に実施

〇姉妹校交流

アメリカから３５名 カナダから３０名
〇留学生の受入れ

オーストラリアから１名、アメリカから２名

ドイツから１名 フィリピンから1名 等
〇その他

中国 撫順市 ６０名 来校・見学交流（附属中学校）

普 通 科（希望者２０名）→アメリカ
国際教養科（全員）→アメリカ（２０名）

カナダ（２０名）
附属中学校からの普通科内進生（８０名）
→オーストラリア

海外研修・研修先でホームステイ

国際交流



探究活動

〇論題に関するリサーチ、得た知識と英語力を駆使
した意見表明と反論、説得

〇グローバル化の進展、多文化共生社会等について、
講師を招き全校講演会

〇世界を舞台に事業展開するグローバル企業を訪問
し、実社会の本質や企業の果たす役割に触れ、働
くことの意義や尊さや喜びを理解する

〇学校で学んでいることと自分の将来を結び付けて
考える

英語ディベート授業

グローバル講演会

グローバル企業訪問



外部連携

〇千葉大学
心理学、大学生のためのライティング基礎・

プレゼンテーション基礎、科学技術の発達と
生命倫理 等々 １７科目

〇神田外語大学
カナダ研究入門Ⅰ、国際ボランティア、ラテ

ンアメリカ現代史・研究、日本社会論、日本
文学論、哲学Ⅰ 等々 １０科目

高大連携協定に基づく大学授業の受講
→単位の認定



外部連携

〇海外留学の経験のある留学生
から異文化体験を学ぶ

神田外語大学（中２）
千葉大学（中３）

附属中学校大学訪問



カリキュラムマネジメントの推進体制

地域が求める人材像の共有化
実施プログラムの改善

探究委員会 ワーキンググループ
教務部 各教科 国際交流 各学年団が連携

各教科の授業で本事業の探究活動に資する内容

校内の連携

コンソーシアムの構築



千葉市立稲毛高等学校・
附属中学校

地域との協働による高等学校教育改革推進事業

千葉市教育委員会



〇千葉県の西部にあり、海と自然に恵まれた市

〇市のマスコット

「ちはなちゃん」「かそりーぬ」

〇ジェフユナイテッド市原・千葉

〇千葉ロッテマリーンズ

千葉市というと・・・千葉市というと・・・



さらに・・・

〇「幕張メッセ」

➢東京２０２０オリンピック・パラリンピック会場

・フェンシング、テコンドー、レスリング

（７／２５～８／８）

・ゴールボール、シッティングバレーボール

テコンドー、車いすフェンシング

（８／２６～９／６）





千葉市教育委員会の取組①

〇先進的な英語教育の推進

英語教育の研究・充実

指定後も引き続き研究を継続

〇外国人講師の配置

英語

（第２外国語）ドイツ語・中国語・フランス語



〇グローバル人材育成に係る経費支援

・海外研修引率旅費

（アメリカ・カナダ・オーストラリア）

・探究活動先進校視察

・グローバル企業訪問 等

千葉市教育委員会の取組②



〇 高等学校業務を専門的に支援する体制

〇 運営指導委員会から指導・助言

〇 コンソーシアムとの連携

千葉市教育委員会の取組③



〇事業終了後

千葉市立稲毛高等学校・附属中学校

千葉市のグローバル人材育成の拠点校

千葉市教育委員会の取組④



成果の普及に向けて

〇各種発表会・研究会での成果発表、報告書の作成

〇千葉市内小学校・中学校への成果の普及

〇Ｗｅｂページ等を活用した情報発信

〇千葉市への成果の還元



学校・関係機関・団体等と
連携を密にし、事業の推進

を図ります。


